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新たなまちづくり計画の目次について 
１　計画策定の背景 

２　位置付けと目的 
（１）　目的  　 
（２）　位置・範囲   
（３）　位置付け   
　　①　札幌市まちづくり戦略ビジョンとは 
　　②　地域交流拠点とは   
（４）　目標年次 

３　まちづくりの現状と課題   
（１）　厚別区について  
　　（１）-１　人口   
　　（１）-２　高齢化・少子化   
　　　①　コミュニティ  
　　　②　保育・教育施設   
　    （１）-３　厚別区における市有施設の状況 
（２）新さっぽろ駅周辺地区   
　　（２）-１　主要な施設・機能   
　　　①　公的機能   
　　　②　商業的機能   
　　　③　医療機能   
　　　④　緑･にぎわいの機能   
　　　⑤　文化・教育的機能 

  （２）-２　交通機能 
   　①　道路網   
   　②　公共交通 
  （２）-３　用途地域等について   
   　①　エリア内の用途地域   
　   ②　建物用途別現況（～近似地区との比較
（３）　低炭素化の視点 

４　まちづくりの整備方針   
（１）　課題解決のための方針（考え方）   
（２）　望まれる余剰地の活用方法   
（３）　歩行者ネットワーク・公的利用   
（４）　環境配慮の視点について   
（５）　利活用に向けた具体的なプログラム  

５　事業化に向けた課題 
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歩行者ネット
ワークの充実
を検討

エリアの課題
の整理

余剰地の利活
用方針など

新さっぽろ駅周辺地区　整備方針図（イメージ）

〇〇ゾーン 
※〇〇の用途とし

て使用 

利活用にあたって
留意すること 

※地域の課題・要
望に寄与する内容

など 

〇〇ゾーン 
※〇〇の用途とし

て使用 

利活用にあたって
留意すること 

※地域の課題・要
望に寄与する内

容など 

例）設備更新の
必要性
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【まちづくり計画全般について】 
○施設などのハード面の整備に加えて、ソフト面（仕組み）をどう組み合わせていく 
  かも重要。「まち育て」という視点も視野に入れて考えていけたら良い。 
○地域住民のための機能と、周辺市町村にとっての機能と、若い人が求める賑わい 
  の機能等を、バランス良く組み込んでいけたら良い。 
○民間企業の役割と、行政の役割と、共同でできること等を整理していけたら良い。 
○5年や10年ではなく、もっと先を見据えた形で計画を作っていけると良い 。 

【施設の整備と既存の施設の活用について】 
○アンケートの結果を踏まえながら、新たな施設整備だけではなく、既存の施設の 
  有効活用も含めて考える必要がある。 
○「サンピアザ劇場」など、既存施設の知名度向上や利活用の工夫、また「ふれあい　 
  広場」を緑地やオープンスペースとして日常的に有効活用していけると良い。 
○青少年科学館や開拓の村･歴史資料館とうまく連携し、全道から修学旅行生など 
  が来て宿泊できるようになれば、まちの賑わいにもつながる。 

意見交換の概要 

【歩行者ネットワークについて】 
○駅の北側への人の流れ、また目印的な広場を設ける発想から、2階レベルの歩行者  
  ネットワークの充実が必要。 

【子育て支援の機能について】 
○子育て支援機能がある方が若者を呼込むことができるので、新規設置が難しくても、 
  余剰空間を間借りする形で設置されると良い。 
○小さな子どもだけでなく、小学生や中学生を育てる視点も重要。地域住民が参加 
  して、日常的に一緒に活動しながら育てていける場所があると良い。 
○今後の女性の社会進出をにらみ、交通結節点に保育施設があると便利ではないか。 

【暫定駐車場の開発について】 
○自動車導線などを考え、BとI団地の一体的な開発を検討するべき。また、JR駅と地 
  下鉄駅との歩行者ネットワークの確保も含めて考える必要がある。 

意見交換の概要 
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今後の進め方について 

ワークショップ：自由な議論で地域の課題や要望をまとめる 

検討委員会：行政的な視点とワークショップでの課題や要望を総合的に検討し、　 
　　　　　　計画本体の骨組みを作る 

アンケート結果の報告 

25 12 6 12 20
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グループの話し合いの進め方 
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